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研究成果の概要（和文）：　予防医学の逆境的小児期体験（Adverse Childhood Experiences: ACEs）研究と心
理学のレジリエンス研究を統合的に継承し、養育環境リスクとその影響を防御する要因の検討を行った。乳児期
から追跡し子どもが成人した家族の調査（2,667名）、一般人口調査（20歳～79歳, 12,980名）、大学生調査
（4,120名）等から、成人期の心身の健康とACEsは関連するものの、小児期及び現在の肯定的体験（Protective 
and Compensatory Experiences)の有効性が確認され、ACEsを有する人々に肯定的体験を積極的に作っていくこ
との重要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）： By integrating research on Adverse Childhood Experiences (ACEs) from 
Preventive Medicine and Resilience studies from Psychology, we examined the risks associated with 
the child-rearing environment and factors that prevent their negative impact. We conducted surveys 
that included family members whose children were followed from infancy through adulthood (N=2,667), 
the general population aged 20 to 79 (N=12,980), and college students (N=4,120).
 Our findings showed that mental and physical health in adulthood and ACEs are related. However, we 
also discovered that positive experiences (Protective and Compensatory Experiences) in both 
childhood and the present are effective in mitigating the negative effects of ACEs. Given these 
results, the importance of providing positive experiences to those who have experienced ACEs is 
suggested.

研究分野： 発達精神病理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　虐待や家庭の機能不全、いじめ等の逆境的小児期体験（Adverse Childhood Experiences: ACEs）とACEsの悪
影響を緩和する小児期及び成人期での防御・補償的体験（Protective and Compensatory Experiences: PACEs)
を同時に検討することを可能とする有力な国際的尺度の日本語版を作成し、当該領域の研究活性化に貢献しうる
と考えられる。また、幼少期よりの長期追跡調査や幅広い年齢層を対象とした大規模調査によって、ACEsや
PACEsの我が国における実態の把握とその影響性を検討するための希少なデータを得たことも学術的意義がある
と思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（１）逆境的小児期体験に関する予防医学的研究 
貧困や虐待、親の人格障害や長期的な精神病理、両親間の不和・暴力、劣悪な学校・地域環境

など、長期にわたって継続する養育環境上の逆境は、日常生活のなかで持続的なストレスを子ど
もたちに与え続け、幼いほど自力で抜け出すことが困難である。虐待が起こる背景には上記のよ
うなリスクの累積が親子の生育歴に複雑に絡んで存在しており、世代を超えた小児期における
逆境の影響性が指摘されてきている。虐待や貧困の世代間伝達を防いでいくことは我が国にお
いて急務であり、養育環境上のリスク要因の累積に注目し、心身の発達に及ぼす長期的影響性に
関するエビデンスを積み上げることで、より強力な政策や制度の策定に貢献することが発達科
学領域の研究者に強く求められている。 
近年の予防医学領域では、こうした養育環境上のリスク要因について、逆境的小児期体験

（Adverse Childhood Experiences: ACEs, Felitti et al., 1998; Anda, Felitti et al., 2006）として概念化し、
虐待的養育と家庭の機能不全に関する家庭内要因（intra-familial factors）の加算的体験が成人期
以降の広範囲な心身の健康リスクとなることを明らかにしてきた（図 1）。Felitti の共同研究者で
ある Anda（2006）は、ACEs と慢性的
で重篤なストレスによる特定の脳神
経系の異変や機能不全によって引き
起こされると考えられる病理群（うつ
病、不安、睡眠障害、肥満、薬物乱用、
記憶損傷、性に関する問題行動、怒り
の統制不全、ドメスティック・バイオ
レンス等）との関連性について、
17,337 名の一般成人を対象とした調
査から、ACEs の加算値が大きくなる
ほどこれらの諸病理の発現率が上昇
するという直線的な関係性を確認し
た。Felitti らの家庭内での ACEs の指
標はその後多くの研究で継承され、
Hughes らが 2017 年に報告したメタ分
析でも（37 研究 , 総サンプル数  = 
253,716 名）同様な結果が報告されて
いる。 

ACEs の体験率は一般人口中でも予想以上の高率にあることが知られてきており、Anda ら
（2006）のアメリカの研究（17,337 名）では 1 つ以上の体験者が 63.9%、イギリスの Bellis ら
（2014, N=3,885 名）でも 48％だった。日本においても、Fujiwara らのグループ（Fujiwara et al., 
2011; Amemiya & Fujiwara et al., 2017）が検討をおこなっており、一般人口中の成人の 31.9%が１
つ以上の ACEs を報告し、ACEs の累積とともに精神疾患の発症率が高まることや、65 歳以上の
対象者群（19,220 名）においても 36.3%が同様に１つ以上の ACEs の体験があり、その累積が老
人期での高次機能障害の発生率の上昇と関連すると報告されている。 
以上のように、Felitti と Anda に始まる家庭内（intra-familial）での虐待と家庭の機能不全に関

する ACEs と成人期の心身の健康問題との有意な関連性は、メタ分析を含め多くの研究で繰り返
し確認され、頑強（robust）なものであると結論づけられる。これまでのところ、海外において
も日本においても、ACEs について乳児期からの長期的な縦断データを用いた逆境的小児期体験
の成人期に至るまでの影響性に関する研究は少ない。本研究では、0 歳から 14 歳まで経年で養
育環境の影響性について測定を繰り返しているコホートサンプル（首都圏 1 都市の 500 世帯、
2020 年度の対象の子どもの年齢は 18 歳））と、登録時 0 歳～15 歳で 15 年間にわたって隔年で
追跡を繰り返している双生児サンプル（全国の 500 組 1,000 名）の申請者らの 2 つの縦断サンプ
ル（1,000 世帯 1,500 名、18～36 歳）の子どもたちを対象に、早期成人期に至った時点で、小児
期に体験した逆境関連のリスク要因が心身の健康問題の発現にどの程度関連するか、逆境の体
験年齢（developmental timing）や体験の持続期間（duration）に注目した追跡調査を経て検討する
ことを第一の目的とした。 
（２）発達心理学における累積リスクと防御要因に関する研究              
発達精神病理学（Developmental Psychopathology）の領域では、1970 年代からこうした逆境体

験の有り／無しによる加算型の逆境指標は“累積リスク（Cumulative Risk: CR）”と呼ばれ、子ど
も時代の健全な心理発達を阻害するものとして様々な検討がなされてきた。また、CR の影響性
を防ぐ防御要因（protective factors）の探究が重視されてきている。同様な逆境体験を経ても疾患
や問題行動の発現をみなかった人々のレジリエンス（resilience, 回復力）を検討していく際には、
こうした環境的な防御要因の特定やそれが発動するメカニズムを探究していくことが重要にな
ってくると思われる。本研究では第二の目的として、いつ・どのような防御要因の発動が有効か、
またその発動機序はどのようなものか探索的な検討をおこなうこととした。 

 



（３）逆境指標の拡張と測定尺度の改善 
医学領域における ACE の指標が虐待と家庭の機能不全に注目した intra-familial なものが中心

であるのに対し、発達心理学や発達精神病理学における累積リスク（CR）の指標は、extra-familial
なリスク要因を加えたより広いパースペクティブを有している。今後、レトロスペクティブな方
法によって測定される成人期を対象とした ACEs 研究と、幼少期からのプロスペクティブな方法
によって測定される CR 研究が学問領域を超えて融合的に進展していくためには、ライフスパン
を通して使用可能な逆境指標のセットや数値化の原則を共有出来ていくことが望ましい。その
ためには、発達段階を考慮したうえでの適切な測定尺度が必要になる。そこで本研究の第三の目
的として、ACEs および CR に関する実証的な検証により適切である尺度はどのようなものか探
究をおこなうこととした。 
２．研究の目的 
 本研究は、上記に述べた３点（下線部分）：①乳幼児期からの養育をリスク要因の早期成人期
における心身の健康や適応に及ぼす長期的影響性に関する検討、②リスク要因の悪影響を緩和
する防御要因の特定とその発動機序の探究、③養育環境に関するリスク要因と防御要因に関す
る実証研究に適した測定尺度の探究を目的として実施された。 
３．研究の方法 本研究は 2020 年度～2022 年度の 3 年度にわたって以下の流れで実施した： 

2020 年度 ① ACEs と CR およびその防御要因（レジリエンス要因）に関する先行研究およ

び既存測定尺度・評価票の総覧  

② 追跡調査の立案・実施（対象：18 歳～35 歳の成人期の子どもと両親計 3,500
名）：乳児期より追跡を継続しているサンプルに対する成人期の調査を実施す

る ⇒ COVID-19 の感染拡大のため翌年度以降に延期することとなった。 

③ 全国大学生を対象としたウェブ調査：申請当初の予定にはなかったが、

COVID-19 によるパンデミックの影響を含めた ACEs とその影響を防御する

要因に関する検討をおこなった（全国の 4 年制および 6 年制大学の大学生

4,210 名） 

2021 年度 ① 実施を延期した②の長期追跡調査の実施 

② 社会的養護にある青年の調査：申請当初の予定にはなかったが、逆境的小児

期体験を高頻度で体験している社会的養護（養護施設及び里親家庭）にある

高校生を対象とした追跡調査を企画しサンプル登録を開始した。 

2022 年度 ① 2021 年度に開始した①の追跡調査の終了、解析および成果発表 

② 2021 年度に計画し実施し始めた②の社会的養護にある高校生調査の継続 

③ 2020 年度の①の総覧研究より今回の申請者の研究の理論的枠組みとなった

ACEs/CR とその影響防御過程に関する ICARE モデル（Intergenerational and 
Cumulative Adverse and Resilience Experiencies: ICARE） に関する書籍の翻訳

の完了・出版：『Adverse and Protective Childhood Experiences: A Developmental 
Perspective 』（ Jennifer Hays-Grudo & Amanda Sheffield Morris, 2020, APA 
Publishing） 

④ 2020 年度の①の総覧研究より抽出された今回の研究目的と合致する 2 種類の

尺度（Maltreatment and Abuse Chronology of Exposure: MACE 尺度, Teicher & 
Parigger, 2015・Protective and Compensatory Experiences: PACEs 尺度, Hays-Grudo 
& Morris, 2020）の日本語版開発および妥当性検証のための短期縦断調査の実施 

⑤ 一般人口中の成人を対象としたウェブ調査：大規模サンプル（対象：20 歳～79
歳, 12,980 名）を対象とした MACEs およびと PACEs と成人期における心身の

健康状態に関する総合的調査の実施 

 
４．研究成果 
主な成果として以下の知見を得た： 

（１）乳幼児期からの養育環境リスク要因の早期成人期における心身の健康や適応に及ぼす長
期的影響性に関するプロスペクティブな検討 
① 対象者と手続き：乳幼児期に開始した縦断研究に参加している 18 歳～41 歳（平均 26.9 歳, 

SD = 6.07）の男女に、紙媒体の郵送あるいは web での調査を依頼した。有効回答は 1,029 名（女
性 55.8%）であった。使用尺度は、ACEs との関連が示唆されてきている心身疾患の既往歴（成

 



人病関連の疾患、がん、うつ病、不安障害、ストレス関連精神疾患等について、既往歴あり/なし
で回答）、健康リスク行動の指標として問題飲酒行動尺度、CES-D（20 項目, Radloff, 1977）、現在
の心理的適応状態を測定する指標として Buss-Perry 攻撃性尺度、UCLA 孤独感尺度、人生満足感
（Diener, 1985）、逆境的小児期体験（ACEs）：18 歳以前での虐待的被養育経験（身体的/ネグレク
ト/心理的）・家庭の機能不全（親との離死別/親の精神病理/夫婦不和/逮捕）に関する 10 項目およ
び保護的・補償的小児期体験（PACEs）：18 歳以前での肯定的な対人関係や活動、良好な教育環
境等に関する 10 項目（ともに Hays-Grudo & Morris, 2020）。ACEs については、初発年齢と持続
期間を測定した。 
② 結果と考察：1 つ以上の ACE 体験者は 33.2%で Amemiya ら（2017）の 65 歳以上（19,220

名）の 36.3%と同程度だった。健康リスク行動、抑うつ傾向、怒りの制御困難、孤独感、人生満
足感を従属変数とした住改分析の結果（表 1）、ACEs はネガティブな、PACEs はポジティブな方
向にそれぞれ有意な主効果が見られた。睡眠障害、うつ病、ストレス関連心疾患（適応障害、PTSD
等）の発症の有無については二項ロジスティック回帰分析を実施した結果、それぞれの発症につ
いて ACEs の有意な関連が認められた。ACEs を初めて体験した時期を乳幼児期（0 歳～5 歳）と
児童期以降（6 歳～18 歳）の時期に分けて検討したところ、児童期以降での体験初発群より乳幼
児期体験初発群のほうが有意な関連を示す変数が多いことが示され、逆境を体験した発達時期
による影響性の相違が示唆される結果を得た（2023年度第 35回日本発達心理学会で発表予定）。 

表 1 ACEs および PACEs と成人前期での心身の健康との関連 

（２）小児期体験と成人期前期におけるパーソナリティ障害傾向との関連－ 内在化型問題への
媒介モデルの検討 － 
① 対象者と手続き：対象は長期縦断研究に参加している 18歳～41歳（平均 26.9歳, SD = 6.07）

の男女で、有効回答は 1,029 名（女性 55.8%）。使用尺度：パーソナリティ障害傾向を測定する
PID-5-BF（25 項目, 5 特性の α 係数は、.64～ .77）、小児期逆境体験（ACEs）：18 歳以前での虐
待的被養育経験（身体的/ネグレクト/心理的）・家庭の機能不全（親との離死別/親の精神病理/夫
婦不和/逮捕）に関する 8 項目および小児期防御・補償体験（PACEs）：18 歳以前での肯定的な対
人関係や活動、良好な教育環境等に関する 10 項目（ともに Hays-Grudo & Morris, 2020）、抑うつ
傾向：CES-D（20 項目, Radloff, 1977）。 
② 結果と考察 探索的な重回帰分析の結果、ACEs と PACEs はともに PID-5-BF 得点に対し

て独立に主効果を持つことが明らかになったので、ACEs と PACEs をそれぞれ起点とし、PID-5-
BF の 5 つの特性得点を媒介して抑うつ傾向に至るモデル（図 2）によるパス解析をおこなった。
モデル適合は CFI = 1.000, RMSEA = 0.032 と良好であり、ACEs は 5 特性全てに正のパスが有意
となり、抑うつ傾向に対する直接的なパスも有意となった。PACEs は PID-5-BF の対立以外の特
性に対して負のパスが有意となった。ACEs, PACEs ともに後年のパーソナリティ障害傾向に影
響性を有する可能性が示唆され、また PID-5-BF の得点を媒介して抑うつ傾向に至るパスも有意
となり、概ね仮説モデルが支持された（2022 年度第 31 回日本パーソナリティ心理学会で発表）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 小児期体験と成人期のパーソナリティ障害傾向、抑うつ傾向との関連 
（３）コロナ禍での大学生の精神的健康と小児期体験 
① 対象者と手続き：2021 年 10 月に実施した 4 年制および 6 年制大学の学生を対象としたオ

ンライン調査に回答した全国 47 都道府県の大学生 4,120 名（男子 42.1%・女子 57.9%, 平均年齢
20.66 歳）。測定尺度は、小児期逆境体験（ACEs）：18 歳以前での虐待的被養育経験・家庭の機能

 

  健康リスク行動              心身疾患既往歴                                    心理的適応状態
      問題飲酒  睡眠障害   うつ病   ストレス関連心疾患心疾患 抑うつ傾向  怒りの制御困難     孤独感  人生満足感
（問題飲酒尺度） （あり=20名） （あり＝39名）（適応障害, PTSD等,17名）（CES-D） （Buss-Perry尺度） （UCLA孤独感尺度） （Diener尺度）

基本属性
  年齢                 .39**                 .02                 .01               - .02               - .01                 .10**                -.01                 .05

  性別（1=男性・2=女性）                -.12**                 .42                 .81*               2.00**                 .07*                 .15**                -.02                 .03

  現在の経済状態（1=貧しい～5=豊か）                -.00                 .68*                 .30*                 .23*                 .12**                 .04                 .17**                -.26**

小児期体験（18歳以前）
  ACEs  （逆境的体験）                 .09*                .38*                .36**                .53**                 .23**                .13**                .21**               -.13**

  PACEs（保護的・補償的体験）                 .01                .17               -.26*                .04               -.12**               -.08*               -.17**                .10**

                                                        R2     .16***       .08*       .10**       .14**       .10**       .06*       .12**       .11**

注：心身疾患既往歴（睡眠障害, うつ病, ストレス関連心疾患）は二項ロジスティック回帰分析（表中の数字はB）、それ以外は重回帰分析（表中の数字はβ)の結果を示す



不全に関する 10 項目（Hays-Grudo & Morris, 2020）、小児期防御・補償体験（PACEs）：18 歳以前
での肯定的な対人関係や活動経験に関する 10 項目（Hays-Grudo & Morris, 2020）、居住地のコロ
ナ感染状況（都道府県別の累積感染者数と人口から算出した指数）、大学の授業の対面・オンラ
イン状況（全面的に対面～全面的にオンラインの 5 件法）、オンライン上のソーシャルサポート：
e-support 尺度 10 項目（Canale et al., 2021）、基本属性（性別・年齢・独居/同居・コロナ禍で所得
の増減）、精神的健康は CES-D（Radloff, 1977）20 項目を用いた。 
② 結果と考察：1 つ以上の ACEs の体験率は 27.3%（1,126 名）, 4 つ以上は 5.9% （243 名）

で、男子の得点のほうがやや低かった（p < .05）。CES-D（抑うつ傾向）を従属変数とする重回帰
分析では（表 2）、ACEs は正の、PACEs は負の有意な主効果が見られ、コロナ禍というストレス
に対する脆弱性にも小児期体験が影響する可能性が示唆された。居住地の感染状況、年齢、居住
形態とは有意な関連が見られず、性別（女性のほうが CES-D が高い）、オンラインでの授業頻度
（オンラインが多いほど CES-D が高い）、所得の減少、オンライン上でのソーシャルサポートが
それぞれ有意な関連を示し、コロナ禍での現況の困難に加えて小児期逆境体験が多く防御・補償
体験が少ないことが精神的健康のさらなる悪化をもたらすと考えられる（2021 年度第 33 回日本
発達心理学会で発表）。 
           表 2 コロナ禍における大学生の抑うつ傾向と小児期体験（重回帰分析） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）逆境的小児期体験とその影響を防御・補償する肯定的小児期体験の測定－日本語版 PACE 
尺度と MACE-52 に関する大規模調査から－ 
① 対象者と手続き：全国の 20 歳以上の成人を対象とした２つの web 調査を実施した。調査

1（2 週間間隔の短期縦断調査）の対象となったのは 47 都道府県在住の 20 歳～81 歳（平均 47.15
歳, SD=15.01）の 379 名（男性 56.7%）が、調査 2（横断調査）では同じく 47 都道府県在住の 20
歳～79 歳（平均 49.91 歳, SD=17.24）の 12,770 名（男性 49.7%）が対象となった。いずれも 2023
年 3 月に施した。使用尺度は、調査 1 では、10 領域（親からの虐待 5 領域、友人からのいじめ
2 領域、性的虐待、両親/きょうだいへの DV 目撃 2 領域）計 52 項目の MACE-52, 10 項目（無条
件の愛され体験、信頼できるおとなの存在、安全な住環境、適切な学校、社会貢献、スポーツ、
趣味の有無等）の PACE 尺度を 2 時点で実施した。両尺度とも原作者とともに日本語訳・バック
トランスレーションをおこなった。調査 2 では、MACE-52, PACE、PACE 成人期版、精神的健康
度（抑うつ傾向：PHQ-9, 不安傾向：GAD-7, 人生満足度：SWLS）について尋ねた。 

② 結果と考察：2 時点間相関 MACE-52 は r = .885 (p < .01), PACE は r = .673 (p < .01) と満足
できる値が得られた。また精神的健康度（PHQ-9, GAD-7, SWLS）を従属変数とした重回帰分析
を実施したところ、概ね予測される方向での関連が見られた（表 3）。小児期の家庭の困窮や逆
境的体験の負の影響性が示唆されたが、同時に小児期および現在の肯定的体験の主効果も観測
され、とくに人生満足度に対する現在時点での肯定的体験の効果量（β）の相対的な大きさは
（β=.386, p < .01）、ACEs の影響性を乗り越えるための有力な要因として注目すべきものと考え
られる（2023 年度第 32 回日本パーソナリティ心理学会で発表予定）。 
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